
【あざれあナビ等を活用した調査研究事業】

会社員　・　公務員　・　自営業　・　その他
(パートナー有の場合）

パートナーの職業

4．あなたの、ワーク・ライフ・バランスの状況は、どうですか？

母に支えられ充実しています。

5．ワーク・ライフ・バランスを進めていくには、どのような政策が必要だと思いますか？



それぞれの世帯で状況は異なると思いますが、私の世代のニーズに合う環境整備が必要だと思います。
具体的には、「本当に必要な子育て支援」です。国・県の一律の政策ではなく、函南町に合う「子育て支援」
策を提案していきたいです。

まだまだ、議員の世界は男性社会という認識が強いと思います。女性の活躍の露出を増進していくと意識
変革に繋がる可能性は高いと思います。公開討論に女性議員のみで議論などすると関心が高まるかもわ
かりません。

7．尊敬する政治家は？

なし

執行権のない議員が町民の利益になっているかと常に疑問を抱き続けていることです。常にこの葛藤との
戦いです。この葛藤を打ち消すのは、町民からの支援です。

8．パートナーの有無（事実婚を含む）※該当するものに、〇をお願いします　　

有　・　無

【アンケート用紙】

1．議員になろうと思った理由・きっかけは何ですか？

2．議員になって良かったことは？

中小企業金融支援法が施行され、金融機関の態度が豹変した事がきっかけです。具体的には、当時、私
は飲食店を経営していました。年商が減少傾向になり、何度も金融機関への交渉を積極的に取り組んで
いましたが、金融機関の態度は冷たいものでした。しかし、この法律の施行と当時に、金融機関の態度は
豹変。私の思い通りの金融支援契約を締結することが出来ました。この時、実感。「法によりこんなにも生
活が変わる」「法律は国民の権利を奪い義務を課すだけではない」と。議論できる立場になって、町民の利
益を追求したいと思ったのがきっかけです。

執行権のない町議会議員なので、成果を実感することは難しいです。ただ、町民から「期待している」と声
を掛けて頂けるのは励みになります。

3．議員になって大変だったことは何ですか？また、それをどのように乗り越えましたか？


